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会 議 の 概 要 

１ 会 議 名 令和４年度第１回宝塚市社会教育委員の会議  

２ 開 催 日 時 令和４年７月２１日（木）１０時００分～１２時００分 

３ 開 催 場 所 宝塚市役所２－４会議室 

４ 出 席 委 員 

［■出席 □欠席］ 

■平井委員  ■田中委員  □林委員   ■石井委員 

■大西委員  ■温井委員  ■河野委員  ■西本委員   

■種村委員  ■松委員   ■大坪委員 

５ 傍 聴 者 数 ０ 人 

６ 公開の可否 ■ 可  □ 不可  □一部不可 

７ 議題及び結果の概要 ◆議題  

（１）令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会について 

（２）宝塚市立公民館指定管理者制度導入後の検証について 

◆報告 

（１）令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会第１回理事会

について 

（２）令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会総会について 

（３）令和４年度兵庫県社会教育委員協議会総会及び研修会に

ついて 
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令和４年度第１回社会教育委員の会議 議事要旨 

 

１ 議題 

（１） 令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会について 

（事務局） 

阪神北地区社会教育委員協議会では、阪神北地区の社会教育委員が集まり、年に２回研

修会を行っています。今年度は本市が当番市となっているため、事務局から第１回の研修

会の案を提示いたします。研修内容はテーマを「地域のまなびの場づくりを考える」とし、

２部構成で実施を考えています。第１部では公民館事業「オトナのまなび場」の事例を１

５分ほど紹介します。この事業は、「集いや交流を通して社会課題へ関心を高める場」を公

民館指定管理者が実践するために実施した事業です。第２部では「各市町のまなびの場づ

くりに係る講座企画」とし、市町ごとにグループに分かれて、５０分ほどかけてワークシ

ョップ形式で講座を企画し、各市町１０分程度で発表していただきます。また、兵庫県社

会教育研究大会で、阪神北地区社会教育委員協議会第１回研修会で実施した内容を発表し

たいと考えています。 

阪神北地区社会教育委員協議会第２回研修会（案）について、前回の会議でいただいた

意見を案として資料に記載しています。①講演会、若い世代との討論会②宝塚市立宝塚自

然の家の施設見学③宝塚市立文化芸術センターの施設見学です。 

（議長） 

質疑等はありますか。 

（委員全員） 

 質疑なし 

（議長） 

 第１回研修内容については事務局からの案を採用します。日程については、事務局より

調整の上、連絡ください。第２回研修会について、事務局で案があればお願いします。 

（事務局） 

 第２回研修会（案）を提示します。宝塚自然の家は休所していましたが、令和４年度か

ら指定管理者制度を導入し再開しました。施設見学には良い機会と考えていましたが、一

つの場所に大人数が集まるため、新型コロナウイルス感染症対策が難しくなることや、昨

今の感染状況を鑑み、講演会及び討論会を開催したいと考えています。特に若い世代との

討論会はこれまでにない新しい試みだと思うので、実現できればと考えています。また、

討論会であれば新型コロナウイルス感染症の状況が悪化しても、オンライン配信など工夫

をすれば開催することができます。 

（議長） 

 ただ今の事務局の提案について、意見ありますか。 

（委員全員） 
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意見なし 

（議長） 

 それでは、第２回の研修会は討論会とします。 

 

（２）宝塚市立公民館指定管理者制度導入後の検証について 

（議長） 

宝塚市立公民館は、令和元年度より指定管理者制度を導入いたしました。本会議では、

導入にあたり、平成２９年に意見書、平成３０年に答申書を作成し、意見書では、指定管

理者制度導入の際の条件を７つ提示しました。資料の説明と今後の進め方について、事務

局より説明をお願いします。 

（事務局） 

今回は平成２９年に作成した意見書「公民館と指定管理者制度のあり方」がポイントと

なります。この意見書は、中央公民館の建て替えを機に指定管理者制度導入の検討に伴い、

社会教育委員の皆様に作成いただきました。意見書では、社会教育委員の皆様のご意見や、

学びの充足度について記載しており、これらを踏まえて、指定管理者制度を導入するにあ

たり条件を７つ示しています。その内「条件７では、指定管理者制度導入後、一定の期間

が過ぎた時点で、本会議が責任をもって本制度をフォローアップする。」としています。令

和元年度から３年間の実績を基に検証いただきたいと思います。 

現在の指定管理期間が令和５年度までで、令和６年度から第２期に入るため、今回作成

いただく意見書を参考にしていきたいと考えています。 

（議長） 

意見書の文言で、利用館の間の「公平性」ではなく「平等性」ではないでしょうか。公

平性なら凸凹があってもよいと思います。例えば公平性だと、理由があれば１館だけ直営

でも問題がないという意味になりますが、平等性だと一律ということになります。改善の

取組みについてですが、受付時間の拡大や、登録団体人数の緩和、ネット予約などで利用

者数が増えたなど、効果が出ていますか。 

（事務局） 

数値的に示すことが難しいのですが、おそらく土日の予約受付は市民サービス向上にな

っていると思われます。直営時、窓口業務は委託していたため、予約は平日のみとなって

いました。指定管理者制度導入後は、指定管理者の権限で許可証を出すことができるため、

利便性が向上しています。 

また、人数の緩和により団体登録をしやすくなりました。インターネット抽選について

は、利便性に繋がっています。指定管理者制度を導入してから、コロナでの臨時休館など

特殊な要因がなかった年度がないという状況で、ルール変更に伴った利用者増減のデータ

は明確には出すのが難しい状況です。 

（委員） 
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 利用者アンケートはありますか。 

（事務局） 

各館で同じ期間に利用者アンケートをとっています。令和２年度はコロナの影響でとれ

ませんでしたが、令和３年度はとっており、現在集計中です。 

（委員） 

 点検・評価についてですが、これは３館合同で出していますか。 

（事務局） 

 ３館合同の評価となります。 

（委員） 

 市のホームページに載っていますか。 

（事務局） 

 掲載されています。令和３年度はまだ公表していませんが、近々公開予定です。この評

価体系は公民館特有のものではなく、市の施設は同一の評価シートを用いています。指定

管理者制度を導入している市の施設では、事業者が自己評価をおこない、担当課がそれを

評価していきます。 

（委員） 

 利用者アンケートとは別に、市民アンケートで公民館についての項目はありますか。何

かあればまた報告をお願いいたします。 

（委員） 

 主観的な感想になりますが、中央公民館をよく利用するのですが、季節ごとに廊下やロ

ビーで様々な展示がされているので、来館するだけで色々なことを知ることができるとい

う印象です。末広公園に遊びに来て、中央公民館のトイレだけを利用する時もありますが、

その時に興味を引くものが展示されています。受付も以前より良くなって丁寧に対応して

くださいますので、指定管理者制度を導入してうまく運営されているのだと思います。た

だ、ネット抽選については、希望とおりいかないことが多いです。しかし、抽選会に行か

なくて済みますし、電話で仮予約もできるので仕組みとしては非常に助かっています。ま

た、以前からですが他の館の予約状況を見られるので、予約を取れなかったときにそれで

は別の日時を取ろうと動けるので便利です。また、毎月講座に参加している友人もいるの

で、魅力的な講座が増えているのかと思います。 

（議長） 

 抽選のことですが、どういうかたちで抽選しているのですか。 

（事務局） 

 インターネットで毎月１日から７日の間に申し込みを受け付けています。当初は１団体

につき、１０枠まで申し込みができましたが、現在は１団体の申し込み可能枠を５枠とし

ています。予約システムですが、公民館に限らず、大半の市の公共施設は同じです。社会

教育部でいうとスポーツセンターも同じ仕組みです。ただ、公民館とスポーツセンターで
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は利用形態や利用区分が異なるので、今後も公民館独自のやり方を試行錯誤しようと思い

ます。 

（委員） 

 そういった抽選のシステムになっていることを周知していますか。 

（事務局） 

 この１年、予約システムについては問い合わせが多く、窓口では予約を手助けすること

がありました。ただ、最近は自分で予約される方も多くなっています。利用者は高齢者の

方が多いのでインターネットに馴染みがない方が比較的多いですが、利用者に寄り添い、

丁寧な説明を実施しました。それがきっかけで利用者と身近になったと思います。 

（委員） 

 確かに顔見知りになると声がかけやすいです。 

（委員） 

 利用者のアンケートが大事だと思います。公民館からアンケートを渡して回収するとし

たら、気を遣って書くかもしれません。設問のあり方やアンケートのやり方が重要だと思

います。行政側からすると、経費が安いにこしたことはないはずです。利用者からすれば

簡単に利用できて、満足できればそれでいいわけです。その期待に応えるのが管理者の仕

事だと思うので、利用者アンケートは重視したほうがいいと思います。また、今回初めて

の指定管理者制度導入ですから、直営からどう変わったかをしっかり見ておかないと大き

な影響があります。 

現代的課題、社会課題を解決するというのはとても強く言われていることです。事務局

の説明では「オトナの学び場」という事業が動きだしています。市民の協働参画型、講座

の企画・運営に市民が参加していこうというやり方ですが、これをもう少し力を入れなが

ら具体論を出してやる必要があるのかなと思います。検証についても、単に館を指定管理

に出したというだけではなく、あくまでも公民館なのですからしっかり独自のチェックを

したほうがいいと思います。 

（議長） 

 このアンケートは業者を介さずに、直接、市が回収するのですか。 

（事務局） 

 公民館が回収します。 

（委員） 

 設問も通り一辺倒ではよくないと思います。業者に対する評価だけではなく、指定管理

制度を導入したということに対しての評価を出したほうがいいです。利用者の意見をしっ

かり汲み上げる仕組みを指定管理者が持ってくださればいいのですが。そこを大事にした

ほうがいいと思います。 

（委員） 

 図書ボランティアで、中央公民館を利用することが多いのですが、西公民館は地域の方
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がたくさん来ていますよね。「中央公民館にはボランティアの集まりがないと来ることがな

かった。」「いつも前は通るけど入ったことがない。」と言う方がいました。もっと入りやす

い雰囲気になればいいのですが。 

（議長） 

 指定管理者へのヒアリングを実施したいと思いますが、次回いかがでしょうか。 

（事務局） 

 ヒアリングは、質問項目を整理して、事前に回答も用意しておいたほうがいいと思いま

すし、公募委員が変わられるので次回は皆さまで協議いただきたく思います。ただし、現

場の意見も聞きたいため、統括館長には、出席いただこうと思います。他に参照したい資

料がありましたら、ご連絡ください。 

（議長） 

 続いて、報告事項について事務局より説明お願いします。 

 

２ 報告事項 

（１）阪神北地区社会教育委員協議会第１回理事会について 

令和４年４月２５日(月)宝塚市役所 2-4、2-5 会議室で開催された。 

内容：令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会総会 

   情報交換 

（２）阪神北地区社会教育委員協議会総会及び研修会について 

   令和４年５月１６日(月)宝塚市 東公民館ホールで開催された。 

内容：令和３年度阪神北地区社会教育委員協議会事業報告及び会計報告 

   令和４年度阪神北地区社会教育委員協議会役員承認 

阪神北地区社会教育委員協議会会則の変更 （分担金を 35千円→30千円） 

令和４年度役員選出、年間研究テーマ 

令和４年度事業計画、予算 

   研修会：「阪神間の源平合戦」 宝塚市歴史研究家 直宮 憲一 氏 

（３）兵庫県社会教育委員協議会総会及び研修会について 

令和４年５月３０日(月)兵庫県民会館で開催された。 

内容：令和３年度事業・決算報告、会計監査報告 

   令和４年度役員選出、活動目標案について 

   令和４年度事業計画案・予算案について 

   兵庫県社会教育委員協議会表彰被表彰者 温井委員 

研修会：「持続可能な社会の創り手とは」 

ノートルダム清心女子大学 人間生活学部 児童学科 

教授 西井 麻美 氏 

（議長） 
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それでは、以上をもちまして、本日の議事を終わらせていただきます。 


